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兵
庫
県
の
西
播
磨
地
域
は
近
畿
地
方
の

西
端
に
位
置
し
、
西
は
中
国
地
方
の
岡
山

県
に
隣
接
し
、
南
は
入
り
組
ん
だ
海
岸
線

や
大
小
の
島
々
が
織
り
な
す
風
景
が
美
し

い
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

北
は
標
高
一
，

0
0
0メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

が
連
な
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
沿
岸

部
に
は
播
磨
平
野
が
広
が
っ
て
お
り
、
市

川
、
夢
前
川
、
揖
保
川
、
千
種
川
な
ど
の

流
れ
が
、
人
々
の
暮
ら
し
に
潤
い
を
与
え
つ

つ
瀬
戸
内
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

こ
の
、
西
播
磨
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
約

53
万
人
の
人
口
を
擁

す
る
「
姫
路
市
」
で
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
も
栄

え
て
き
ま
し
た
。

「
姫
路
市
」
は
、
世
界
文
化
遺
産
・
国
宝

姫
路
城
に
象
徴
さ
れ
る
歴
史
・
文
化
都

市
で
あ
り
、
ま
た
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
一

翼
を
担
う
商
工
業
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

姫
路
市
内
の
各
地
に
は
、
数
多
く
の
文
化

財
や
、
祭
り
、
伝
統
工
芸
、
地
場
産
業
な

ど
個
性
豊
か
な
地
域
資
源
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
地
で
、
確
か
な
技
術
と
伝
統

に
育
ま
れ
発
展
し
て
き
た
、
姫
路
の
地
場

産
業
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

世

界

文

化

遺

産

・

国

宝

姫

路

城

の

nn,

伝
統
的
工
芸
品
の
紹
介

ま

4
 

・
手
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素
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•
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水
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．
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・
ボ
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・
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・
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具
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．
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西
播
磨
地
域
に
お
け
る

製
革
業
の
歴
史
は
極
め
て
古
く
、

弥
生
時
代
の
後
期
に
大
陸
か
ら
の

t

渡
来
人
が
鞣
製
技
術
を
伝
え
、
そ
の
基
礎

を
築
い
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
江

、タ

戸
時
代
中
期
に
は
、
全
国
的
な
商
品
経
済
の

／“

発
達
と
姫
路
藩
の
重
商
政
策
の
も
と
に
大
き

く
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

当
時
、
既
に
地
域
的
な
分
業
が
行
わ
れ
、
鞣

製
部
門
は
市
川
流
域
を
は
じ
め
西
の
揖
保
川

流
域
に
沿
っ
た
地
域
に
発
達
し
、
加
工
部
門
は

姫
路
城
下
町
の
中
二
階
町
か
ら
東
二
階
町
に

か
け
て
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
期
に
な
り
近
代
的
鞣
製
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
大
正
期
に
は
軍
需
専
門
化
が
行
わ

れ
、
急
速
に
企
業
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
戦
後

は
強
制
的
な
軍
需
専
門
化
は
分
裂
し
、
小
規

模
民
需
産
業
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
業

界
は
、
昭
和
2
6
i
3
8
年
の
間
に
著
し
い
成
長
を

遂
げ
、
昭
和
4
0
年
代
の
後
半
に
入
り
、
経
営
の

合
理
化
や
設
備
の
近
代
化
を
進
展
さ
せ
ま
し

こ。t
 
歴
史
的
に
み
て
、
わ
が
国
に
伝
わ
る
最
も
代

表
的
な
皮
鞣
方
法
は
甲
州
印
伝
に
見
ら
れ
る

脳
漿
（
の
う
し
ょ
う
）
を
用
い
た
鞣
革
（
鹿
革
）

と
姫
路
の
白
い
鞣
革
（
牛
革
）
に
集
約
さ
れ
ま

す。
姫
路
の
白
い
鞣
革
は
植
物
油
鞣
の
一
種
で
、

古
く
は
原
料
の
皮
を
川
水
に
漬
け
、
毛
根
部

に
発
生
す
る
バ
ク
テ
リ
ア
の
酵
素
の
力
で
脱
毛

し
、
塩
と
菜
種
袖
を
用
い
て
揉
み
上
げ
、
天
日

に
晒
す
方
法
で
鞣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
独
特
の
薄
乳
白
色
の
革
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
く
の
で
す
。

播
磨
地
方
で
古
く
か
ら
製
革
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
平
安
時
代
末
期
の
法
令
集
「
延

喜
式
」
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
冊
以
降
、
そ
の
生
産
の
中
心
と
な
る
姫
路

地
域
で
は
、
多
く
の
白
い
鞣
革
が
産
出
さ
れ
、

「
播
磨
の
革
工
能
＜
熟
皮
（
な
め
し
が
わ
）
を

物
し
、
そ
の
品
争
い
て
当
時
の
武
士
に
求
め
ら

れ
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
全
国
的
な
人
気
を

博
し
、
そ
の
強
靱
な
耐
久
性
は
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
し
た
。
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皮革産業協同組

明
治
初
期
、
西
播
磨
の

m
叫
詞
]]j
 

で
き
な
い
か
と
考

ー／

え
、
に
か
わ
製
造
を
ス
タ
ー

ー
|り,I
ー

，り

ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
姫
路
の
網
干
地

/
i
/

域
は
、
明
治
3
0
年
代
後
半
か
ら
、
大
規
模
産
地

と
し
て
名
を
馳
せ
、
明
治
4
0
年
頃
か
ら
大
正

時
代
に
は
余
部
、
飾
磨
、
御
着
な
ど
に
も
産
地

が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
3
0

年
代
に
隆
盛
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
企
業
数
は
実

に
7
0
社
以
上
に
ま
で
増
大
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
農
家
の
副
業
的
な
存
在
で
あ
っ
た
姫
路
の

に
か
わ
産
業
は
、
日
本
有
数
の
産
地
と
し
て
数

え
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

に
か
わ
は
マ
ッ
チ
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
た

め
、
マ
ッ
チ
業
界
の
衰
退
に
よ
る
需
要
の
減
少

か
ら
企
業
数
が
集
約
さ
れ
る
な
ど
、
幾
た
び
の

変
遷
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
全
国
の
に

か
わ
、
ゼ
ラ
チ
ン
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
ペ
プ
チ
ド
の
生
産

量
の
大
部
分
を
占
め
、
海
外
へ
の
輸
出
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

に
か
わ
の
主
な
用
途
は
、
紙
器
（
紙
箱
、
製

本
、
事
務
用
品
）
、
紙
管
（
紙
、
布
や
繊
維
な
ど

の
巻
き
芯
や
郵
送
用
の
円
筒
な
ど
）
、
サ
ン
ド

ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
研
磨
紙
、
マ
ッ
チ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
和
に
か
わ
（
三
千
本
膠
、
京
上
膠

な
ど
）
は
文
化
財
の
修
復
、
日
本
画
、
製
墨
、
和

紙
、
漆
工
芸
、
紙
人
形
、
版
画
、
ガ
ラ
ス
工
芸
な

ど
の
伝
統
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ラ
チ
ン
の
用
途
は
、
食
用
（
デ
ザ
ー
ト
や
菓

子
、
清
酒
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
清
澄
剤
、
ハ

ム
な
ど
の
結
着
材
な
ど
）
、
医
薬
用
（
カ
プ
セ
ル
、

ハ
ッ
プ
剤
、
錠
剤
な
ど
）
、
写
真
用
（
各
種
フ
ィ
ル

ム
、
印
画
紙
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
な
ど
）
、
工
業
用

（
感
圧
紙
、
製
本
用
接
着
剤
な
ど
）
、
化
粧
品

用
（
ポ
リ
ペ
プ
タ
イ
ド
と
し
て
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ク

リ
ー
ム
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ー
ゲ
ン
ペ
プ
チ
ド
は
健
康
食
品
、
化
粧
品

な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
界
で
は
、
従
来
の
網
干
膠
皮
革
産
業
連

合
組
合
か
ら
協
同
組
合
へ
と
組
織
を
一
新
し
、

平
成

7
年
1
2
月
に
「
西
姫
路
に
か
わ
皮
革
産

業
協
同
組
合
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

6
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社団法

1-0012 ．． 
市中央区北

二

-4841 

明

治

維

新

直

後

、

失

業

士

族

救

済

、

国

内

産

業

振

興

の

た

め

、

全

国

各

地

に

マ

ッ

チ

工

場

が

つ

く

ら

れ

ま

し

た

。

兵

庫

県

で

は

姫

路

の

就

光

社

、

尼

崎

の

慈

恵

社

が

設

立

さ

れ

ま

し

た

が

、

明

治

10
i
20

年

代

に

起

こ

っ

た

経

済

恐

慌

に

は

持

ち

こ

た

え

る

事

が

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

そ

の

た

め

職

員

が

そ

れ

ぞ

れ

「

独

立

」

し

神

戸

、

大

阪

に

マ

ッ

チ

工

場

を

つ

く

り

、

日

本

を

代

表

す

る

貿

易

港

で

あ

る

神

戸

港

か

ら

マ

ッ

チ

が

輸

出

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。
神

戸

で

造

船

・

鉄

鋼

・

ゴ

ム

製

品

な

ど

の

エ

業

が

発

達

す

る

と

、

マ

ッ

チ

生

産

の

中

心

が

西

へ

移

動

し

、

姫

路

で

多

く

の

マ

ッ

チ

が

生

産

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

姫

路

で

マ

ッ

チ

生

産

が

発

展

し

た

理

由

と

し

て

は

、

日

本

を

代

表

す

る

貿

易

港

で

あ

る

神

戸

港

に

近

く

、

原

材

料

の

輸

人

や

製

品

の

輸

出

に

有

利

な

こ

と

、

雨

が

少

な

く

温

暖

な

瀬

戸

内

海

式

気

候

が

乾

燥

工

程

の

多

い

マ

ッ

チ

の

製

造

に

適

し

て

い

た

こ

と

、

新

し

い

も

の

に

取

り

組

も

う

と

す

る

播

州

人

気

質

を

備

え

て

い

た

こ

と

、

地

域

に

工

場

が

少

な

く

、

働

き

手

を

集

め

や

す

か

っ

た

こ

と

な

ど

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

日

本

製

の

マ

ッ

チ

は

種

類

が

豊

富

で

、

品

質

や

サ

ー

ビ

ス

に

優

れ

て

い

る

為

、

戦

後

は

世

界

各

国

か

ら

広

告

マ

ッ

チ

の

受

注

が

あ

り

、

輸

出

も

盛

ん

で

し

た

。
マ

ッ

チ

の

需

要

は

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

す

が

、

業

界

で

は

吊

く

か

ら

経

営

の

多

角

化

を

図

り

、

か

つ

て

マ

ッ

チ

産

業

が

育

ん

だ

土

地

・

技

術

・

販

路

の

資

産

を

有

効

に

活

用

し

、

消

費

者

の

ニ

ー

ズ

に

沿

っ

た

商

品

の

開

拓

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

マ

ッ

チ

製

造

で

培

っ

た

印

刷

技

術

を

生

か

し

た

分

野

で

は

、

各

種

印

刷

事

業

、

紙

器

の

製

造

、

生

活

H用
品

雑

貨

へ

の

名

入

な

ど

、

ま

た

上

地

を

活

用

し

た

分

野

で

は

、

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

、

ス

ポ

ー

ツ

施

設

、

駐

車

場

な

ど

を

展

開

し

、

複

合

産

業

へ

の

発

展

を

遂

げ

て

い

ま

す

。
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作
業
手
袋
業
界

は
、
靴
下
製
造
業
と

関
連
が
深
く
、
大
正

初
期
頃
に
靴
下
業
界
と

相
前
後
し
て
現
在
の
姫
路
市

飾
東
町
、
加
古
川
市
志
方
町
に

発
祥
し
ま
し
た
。

当
時
は
農
家
の
副
業
と
し
て
営
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
好
況
の
波

に
よ
り
企
業
化
が
進
展
し
ま
し
た
。
生
産
地

も
近
隣
に
発
展
拡
大
し
、
作
業
手
袋
（
旧
軍

手
）
産
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
作
業
手
袋
は
、
従
来
、
主
に
防
寒
用
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
工
業
発
展
に
伴

い
、
危
険
防
止
用
と
し
て
作
業
の
必
需
品
と
な

り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
は
統
制
が
敷
か

れ
、
組
合
は
、
兵
庫
県
メ
リ
ヤ
ス
工
業
協
同
組

合
の
手
袋
部
と
し
て
原
糸
の
配
給
、
製
品
の
販

売
統
制
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
25
年
に

統
制
が
解
か
れ
る
と
、
兵
庫
県
手
袋
工
業
協

同
組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
同
組
合
が
統
制
解
除
後
の
自
由
競
争

に
よ
る
事
業
不
振
に
陥
り
有
名
無
実
化
し
た

た
め
、
業
界
は
昭
和
39
年
、
通
産
省
の
許
可
を

得
て
新
た
に
兵
庫
県
作
業
手
袋
工
業
組
合
を

設
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
作
業
の
用
途
に
応
じ
た
形
状
の

工
夫
や
新
素
材
の
活
用
な
ど
、
高
付
加
価
値

を
目
指
し
た
製
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収

し
て
「
ペ
レ
ッ
ト
」
化
し
た
も
の
を
原
糸
に
加
工

し
、
製
品
化
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
ん
で

い
ま
す
。
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ミ
素
材
を
使
用
す
る
な
ど
、
製
品
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

15
世
紀
頃
か
ら
世
界
は

大
航
海
時
代
に
入
り
、
枇
界

貿
易
の
増
加
と
と
も
に
、
大
き
な
商

f
t
t
t
□

日ぃ日二に
＾

木
造
船
の
外
側
に
鉄
板
を
張
り
始
め
る
と
、

従
来
の
麻
の
ロ
ー
プ
で
は
す
ぐ
に
切
れ
て
し
ま

う
た
め
、
次
第
に
ア
ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
使
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。
物
を
吊
る
道
具
・
水
を
汲
む

道
具
の
一
部
・
物
を
運
ぶ
道
具
と
し
て
、
当
時
の

版
画
に
も
表
現
さ
れ
て
お
り
、
先
人
の
知
恵
は

今
で
も
、
そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
生

き
て
い
ま
す
。
現
在
、
姫
路
に
お
け
る
鎖
製
造

業
は
、
白
浜
町
を
中
心
に
多
く
の
事
業
者
が

集
積
し
て
お
り
、
そ
の
生
産
量
は
全
国
的
に

も
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
当
地
に
は
、

江
戸
時
代
中
期
よ
り
、
松
原
釘
と
呼
ば
れ
る

釘
の
火
造
鍛
造
技
術
が
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ

が
鎖
製
造
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

大
正
時
代
の
初
め
、
大
阪
で
製
鎖
業
を
背

ん
で
い
た
姫
路
（
白
浜
町
）
出
身
の
瀬
川
長
蔵

氏
が
、
受
注
贔
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
地

元
で
あ
る
姫
路
の
木
場
に
工
場
を
建
設
し
た

事
が
、
当
地
に
お
け
る
鎖
製
造
の
始
ま
り
で

す
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
細
物
の
電
気
溶

接
機
が
開
発
さ
れ
る
と
、
昭
和
3
0
年
代
に
は

外
国
製
の
大
刺
溶
接
機
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ト
）

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
次
国
内
産

の
溶
接
機
も
普
及
し
た
た
め
、
現
在
で
は
火
造

り
鎖
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
地
の
鎖

は
、
線
径
が
数
セ
ン
チ
の
も
の
か
ら
飾
り
チ
ェ
ー

ン
等
の
細
か
い
も
の
ま
で
あ
り
、
材
質
も
ア
ル



303937_ 姫路市役所 _姫路地場自慢パンフレット

2025_011701中村→

303937_ 姫路市役所 _姫路地場自慢パンフレット

2025_011701中村→

播
州
平
野
が
瀬
戸
内

海
に
接
す
る
姫
路
の
白
浜

地
域
で
は
、
近
世
以
来
、

鍛
冶
・
農
業
・
塩
田
業
な
ど

が
行
わ
れ
、
鍛
冶
職
人
は
、

城
の
腰
板
な
ど
に
使
用
す
る

各
種
の
曲
が
り
釘
や
小
釘
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
明
治
期
に
は
、
ふ
い
ご
（
輔
）
と
鍛

冶
道
具
を
持
つ
彼
ら
は
、
和
釘
の
衰
退
に
直
面

し
て
船
釘
や
鎖
、
錨
（
い
か
り
）
、
リ
ベ
ッ
ト
・
ナ
ッ

ト
な
ど
に
活
路
を
求
め
ま
し
た
。

当
初
、
ナ
ッ
ト
は
造
船
の
ポ
ン
チ
カ
ス
を
利

用
し
た
手
打
ち
火
造
り
の
「
和
ナ
ッ
ト
」
で
、
ね

じ
立
て
は
手
回
し
の
タ
ッ
プ
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
ナ
ッ
ト
の
生
産
が
活
発
化
す
る

の
は
、
瀬
川
末
治
氏
（
瀬
川
鉄
工
所
）
が
造
船

用
ナ
ッ
ト
の
生
産
に
乗
り
出
し
た
明
治
末
期

頃
か
ら
で
す
。
大
正
期
に
入
る
と
、
次
々
と
参

入
事
業
者
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
船
舶
用
、
鉄

道
用
な
ど
の
ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
工
場
が
創
業
さ

れ
、
中
に
は
製
鎖
工
場
か
ら
転
業
す
る
者
も

現
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
和
ナ
ッ
ト
」
か
ら
平
鋼

製
ナ
ッ
ト
（
一
般
に
平
製
ナ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
た
）
へ

の
移
行
も
業
者
数
の
増
大
を
助
け
、
こ
れ
ら
の

生
産
最
は
急
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
1
0
年
(
1
9
3
5
年
）
に
大
阪
・
田
條

工
作
所
を
通
じ
て
丸
鋼
か
ら
ナ
ッ
ト
素
材
を

成
形
で
き
る
丸
製
ナ
ッ
ト
機
が
こ
の
地
に
導
入

さ
れ
る
と
、
従
来
の
製
法
は
、
こ
の
新
し
い
丸
製

ナ
ッ
ト
方
式
に
一
変
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
製
法
は
、
昭
和
3
0
年
代
の
熱
間
ナ
ッ
ト

ホ
ー
マ
ー
の
登
場
ま
で
、
大
径
ナ
ッ
ト
生
産
の

主
流
と
な
り
、
白
浜
地
域
に
お
け
る
こ
の
種
の

ナ
ッ
ト
の
生
産
量
は
全
国
生
産
の
大
半
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
製
造
業
の
海
外
進
出
に
よ
る
製
造

拠
点
の
減
少
や
、
建
設
業
等
の
国
内
需
要
先

の
景
気
低
迷
か
ら
需
要
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
機
械
系
工
業
の
高
度
化
、
近
代

化
に
つ
れ
て
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
ロ
ボ
ッ
ト
生
産
に

必
要
な
精
密
、
高
級
な
製
品
分
野
が
新
し
い

需
要
を
生
む
方
向
に
あ
る
た
め
、
業
界
は
製

品
の
多
様
化
、
高
級
化
な
ど
質
の
転
換
と
安

価
な
輸
入
品
と
の
共
在
を
今
後
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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M友好クラ

03 

崎町冑田原3002

昭
和

3
¥
4
年
、
廣
野
ゴ
ル
フ

場
の
造
成
工
事
に
あ
た
り
、
三
木
市
に

あ
る
金
物
工
業
試
験
場
に
、
グ
リ
ー
ン

冑
□]i

た
松
岡
文
治
氏
は
、
旧
知
で
あ

る
刀
鍛
冶
技
術
を
持
つ
森
田
清
太
郎
氏

に
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
製
作
を
持
ち
か
け
ま
し
た
。

姫
路
地
域
は

H
本
古
来
の
名
刀
鍛
冶
の
鍛

造
技
術
が
発
達
し
て
い
た
た
め
、
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ

ド
の
製
造
に
最
適
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

H
本

で
初
め
て
の
試
み
だ
け
に
手
本
が
全
く
な
く
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
本
人
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
あ
る
福
井
覚
治

氏
、
柏
木
健
一
氏
、
宮
本
留
吉
氏
な
ど
か
ら
助

言
を
受
け
、
昭
和
5
年
に
よ
う
や
く
日
本
初
の

ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
が
完
成
し
ま
し
た
。

松
岡
氏
は
工
業
試
験
場
を
退
職
し
、
森
田

氏
と
と
も
に
姫
路
市
で
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
の
製

造
を
始
め
、
つ
い
に
、
日
本
製
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
歴

史
が
幕
を
開
け
た
の
で
す
。

昭
和
35
年
に
は
姫
路
近
辺
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

製
造
企
業
数
は
約
15
社
に
の
ぼ
り
、
姫
路
ゴ
ル

フ
器
具
製
造
同
業
組
合
が
姫
路
商
工
会
議
所

内
に
発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
4
0
年
代
に
は
高
度
経
済
成
長
と
余
暇

志
向
が
相
ま
っ
て
、
ゴ
ル
フ
人
口
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
製
造
に
お
い
て
も
機

械
化
、
合
理
化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

姫
路
近
辺
の
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
は
全
国
生
産
量

の
3
/
4
を
占
め
、
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
と
い
え
ば

「
姫
路
物
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
な
り
ま
し
た
。
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が

特

度

護

【特性】

茄で伸びしにくく滑らかな舌触りとコシのある歯切れの良い食感を有す

る。手延そうめんでは日本一の生産量を誇るなど、名品として高い認知を

得ている。

【地域との結び付き】

生産地では、揖保JII流域の肥沃な士壌を背景に、小麦と水車製粉による

小麦粉の生産が盛んであった上、近隣の良質な赤穂塩の入手が容易で

あったため、古くからそうめん作りが行われてきた。約600年に渡る「手延

製法」と「厄」と呼ばれる専用倉庫での熟成方法など、特有の製法を受け

継いできた。明治27年には、統一基準による製品検査と等級分けを導入

し製品の品質と信頼性を高めるとともに、生産地を流れる揖保川の名に

因んだ「揖保乃糸」に名称を統一した。

V’ 炉1芦L
t,•9./ 4ふ＿

ン•

統の製法と職人技
........................................................................................................................................ 

「揖保乃糸」の等級と味

揖保乃糸の＿把を束ねる帯が色分けされている事をご存知ですか。

小麦粉の質や、原材料、麺の細さ、製造時期などの違いによっていく

つかの等級があります。

「上級品」である赤帯は、麺の細さが0.7~0.9mmで、＿把あたり約

400本になります。全生産量のおよそ80％を占め、最も多く販売され

ている名品です。「特級品」である黒帯は、上質の原料小麦粉を使用

して厳寒期（12月～翌2月）につくられる絶品です。製造は組合が選抜

指定した熟練製造者に限定されており、麺の細さは0.65~0.7mmで

一把あたり約480本になります。手延そうめん「揖保乃糸」は例年10月

から翌4月につくられますが、その年に出荷されるものを「新（しん）」と

呼び、管理の行き届いた専用倉庫でさらに1年間寝かせて、熟成させ

たそうめんは「古（ひね）」と呼ばれ、さらにコシが強く舌ざわりも良くな

ると言われています。手延そうめん「揖保乃糸」を電子顕微鏡で観察

すると、小麦粉に含まれるたんぱく質のグルテンが縄状に方向性をも

ち、円形の澱粉粒を包み込むように延びていることが確認できます。

このようなグルテンの構造は、製造工程の特徴である、ねかしと、経（

よ）りをかけながら引き延ばすことを繰り返すことで得られ、ゆでのびし

にくく、なめらかで、コシがあり歯切れの良い食感を生み出します。

これが「揖保乃糸」の美味しさの秘密です。

兵庫県手延素麺協同組合

〒679-4167

たつの市龍野町富永219番地の2

ff0791-62-0826 
https://www.ibonoito.or.jp/ 

／
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そ

う

め

ん

の

起

源

は

奈

／

良

時

代

に

遣

唐

使

が

中

国

よ

り

持

ち

帰

っ

た

唐

菓

子

（

か

ら

が

し

）

で

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

播

州

地

方

で

は

約

六

百

年

の

伝

統

と

歴

史

が

あ

り

、

江

戸

時

代

に

は

龍

野

藩

が

農

家

の

副

業

で

あ

っ

た

そ

う

め

ん

づ

く

り

を

許

可

業

種

と

し

て

統

制

・

保

護

し

て

い

ま

し

た

。

明

治

20年

9
月

に

現

在

の

「

兵

庫

県

手

延

素

麺

協

同

組

合

」

の

前

身

で

あ

る

「

播

磨

国

揖

東

西

両

郡

素

麺

営

業

組

合

」

と

な

り

ま

し

た

。

明

治

27年に
は

統

一

規

格

を

設

け

、

格

付

け

等

級

と

し

て

現

在

の

組

合

ブ

ラ

ン

ド

「

揖

保

乃

糸

」

が

誕

生

し

、

明

治

39年に
は

特

許

局

に

「

―

―

一

神

乃

糸

」

、

「

揖

保

乃

糸

」

な

ど

の

商

標

登

録

を

行

い

ま

し

た

。
戦

前

・

戦

後

の

混

乱

期

に

は

原

料

の

確

保

が

困

難

と

な

り

、

生

産

量

が

激

減

し

産

地

存

亡

の

危

機

を

迎

え

ま

し

た

が

、

昭

和

27年に
統

制

経

済

が

解

除

さ

れ

、

そ

の

危

機

を

乗

り

越

え

ま

し

た

。

高

度

経

済

成

長

期

の

前

半

期

（

昭

和

30年代
）

に

は

、

臨

海

工

業

地

帯

の

工

場

建

設

に

伴

い

、

播

州

地

方

の

農

家

の

働

き

手

が

工

業

地

帯

に

流

出

し

た

た

め

、

原

料

小

麦

の

生

産

が

急

減

し

、

国

内

で

の

小

麦

入

手

が

困

難

と

な

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

外

国

産

小

麦

を

導

入

す

る

事

に

よ

り

原

料

の

品

質

統

一

が

因

ら

れ

、

そ

の

後

、

生

産

は

順

調

に

推

移

し

製

品

の

品

質

も

、

よ

り

一

層

安

定

し

ま

し

た

。

そ

う

し

た

中

、

昭

和

40年代
の

い

ざ

な

ぎ

景

気

に

入

り

、

品

質

管

理

を

重

視

し

た

事

が

消

費

者

に

認

め

ら

れ

、

ギ

フ

ト

商

材

と

単

品

商

材

の

販

売

量

が

飛

躍

的

に

増

え

、

昭

和

50年代
に

は

生

産

贔

が

18キロ
グ

ラ

ム

箱

換

算

で

1
0
0万箱
を

突

破

し

ま

し

た

。

西

播

磨

地

域

の

広

範

囲

に

わ

た

っ

て

生

産

さ

れ

て

い

る

手

延

そ

う

め

ん

で

す

が

、

現

在

の

姫

路

市

に

お

い

て

は

、

北

西

部

を

中

心

に

生

産

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

平

成

9
年

4
月

に

は

揖

保

乃

糸

資

料

館

「

そ

う

め

ん

の

里

」

が

オ

ー

プ

ン

し

、

そ

う

め

ん

の

歴

史

を

紹

介

す

る

ブ

ー

ス

や

素

麺

の

創

作

メ

ニ

ュ

ー

を

提

供

す

る

レ

ス

ト

ラ

ン

・

体

験

ゾ

ー

ン

の

設

置

、

加

工

場

の

見

学

を

行

う

な

ど

、

手

延

そ

う

め

ん

の

歴

史

や

文

化

を

伝

え

る

の

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

い

ま

す

。

海

外

グ

ロ

ー

バ

ル

戦

略

と

し

て

は

、

平

成

18年

9

月

に

メ

ニ

ュ

ー

提

案

塑

イ

ベ

ン

ト

を

ア

メ

リ

カ

の

ハ

ワ

イ

州

で

初

め

て

実

施

し

、

翌

年

か

ら

は

北

米

（

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

・

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

）

、

東

南

ア

ジ

ア

に

お

い

て

も

、

販

売

促

進

活

動

を

進

め

て

い

ま

す

。

18 
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乾
麺
と
は
、
小
麦

粉
・
そ
ば
粉
に
水
、
食
塩

な
ど
を
加
え
て
練
り
合
わ

せ
た
後
、
製
麺
し
た
生
麺
を
乾

燥
さ
せ
、
常
温
で
長
期
保
存
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
の
総
称
で
、
乾
麺

類
（
機
械
製
乾
麺
）
と
手
延
そ
う
め
ん
類
（
共

に
半
生
麺
を
含
む
）
が
あ
り
ま
す
。

乾
麺
（
機
械
製
の
そ
う
め
ん
、
う
ど
ん
、
ひ
や

む
ぎ
、
そ
ば
、
ひ
ら
め
ん
、
干
し
中
華
麺
な
ど
の

総
称
）
の
製
造
は
、
古
く
か
ら
兵
庫
県
の
西
播

磨
地
域
に
お
い
て
営
ま
れ
て
い
た
、
手
延
そ
う

め
ん
作
り
を
端
緒
と
し
、
明
治
時
代
中
期
辺

り
か
ら
合
理
化
の
た
め
、
製
造
の
機
械
化
が
本

格
的
に
進
み
、
全
国
的
に
広
ま
り
ま
し
た
。

大
型
量
販
店
が
台
頭
し
て
く
る
昭
和
3
0
年

代
半
ば
か
ら
流
通
が
拡
大
し
て
く
る
と
、
乾

麺
も
本
格
的
に
全
国
的
な
流
通
を
迫
ら
れ
、

小
規
模
な
生
産
形
態
だ
っ
た
家
業
や
生
業
か

ら
、
全
国
流
通
に
耐
え
ら
れ
る
生
産
規
模
を

持
つ
メ
ー
カ
ー
ヘ
と
近
代
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
力
企
業
の
規
模
拡
大
が
急

速
に
進
み
、
零
細
企
業
は
転
廃
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

需
要
の
少
な
い
期
間
に
製
麺
を
行
い
、
そ
れ

を
在
庫
備
蓄
し
て
需
要
の
最
盛
期
に
出
荷
す

る
と
い
う
生
産
形
態
を
と
っ
て
い
た
乾
麺
で
す

が
、
製
麺
機
械
の
進
歩
に
伴
い
、
近
年
で
は
年

間
を
通
じ
て
操
業
し
、
優
れ
た
品
質
と
特
有
の

味
覚
を
兼
備
す
る
「
播
州
の
乾
麺
」
と
し
て
全

国
的
に
名
声
を
博
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
播
州
手
延
べ
そ
う
め
ん
と
と
も
に
全

国
最
大
の
麺
産
地
を
形
成
し
、
「
兵
庫
県
乾
麺

協
同
組
合
」
の
組
合
員
の
生
産
し
た
乾
麺
類

は
「
兵
庫
県
推
奨
優
良
特
産
品
」
と
し
て
全
国

各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
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姫路酒造協同組合

〒670-0947

姫路市北条永良町246

ff079-222-1472 

す

。

姫

路

を

は

じ

め

と

す

る

西

播

磨

地

域

は

、

豊

か

で

な

だ

ら

か

な

播

州

平

野

を

流

れ

る

「

市

川

」

、

「

夢

前

川

」

、

「

揖

保

川

」

、

「

千

種

川

」

な

ど

の

鉄

分

の

少

な

い

伏

流

水

に

恵

ま

れ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

北

播

磨

地

域

を

中

心

に

収

穫

さ

れ

る

「

山

田

錦

」

は

質

が

良

く

、

大

粒

で

米

の

中

心

に

心

白

が

あ

り

、

タ

ン

パ

ク

質

が

少

な

い

た

め

、

品

質

の

高

い

日

本

酒

の

原

料

と

な

り

ま

す

。

そ

の

た

め

、

「

山

田

錦

」

は

、

酒

造

好

適

米

の

中

で

も

特

に

秀

逸

と

言

わ

れ

、

酒

米

の

王

様

と

も

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

播

州

杜

氏

（

と

う

じ

）

と

呼

ば

れ

る

優

れ

た

技

術

者

集

団

を

多

数

輩

出

し

た

士

地

柄

で

あ

る

こ

と

や

、

大

阪

＇

神

戸

の

大

消

費

地

に

隣

接

す

る

な

ど

の

好

条

件

に

恵

ま

れ

、

こ

の

一

帯

で

は

、

酒

造

業

が

発

展

し

、

播

州

風

と

呼

ば

れ

る

切

れ

味

の

良

い

美

味

し

い

酒

質

を

造

り

あ

げ

て

い

ま

す

。

今

か

ら

お

よ

そ

l
3
0
0年前
、

奈

良

時

代

に

編

纂

さ

れ

た

「

播

磨

国

風

士

記

」

の

一

節

に

「

そ

こ

に

は

、

カ

ビ

が

は

え

即

ち

酒

を

醸

さ

せ

た

」

と

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

播

磨

で

米

麹

を

使

っ

た

酒

づ

く

り

が

な

さ

れ

た

と

い

う

日

本

最

古

の

記

録

で

、

酒

造

地

と

し

て

の

長

い

歴

史

を

示

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

酒

造

各

社

に

も

、

伝

統

を

重

ん

じ

、

手

づ

く

り

に

こ

だ

わ

っ

た

醸

造

法

を

代

々

受

け

継

い

で

い

る

酒

蔵

や

、

時

代

に

合

っ

た

酒

造

り

に

力

を

人

れ

て

い

る

酒

蔵

な

ど

、

そ

れ

ぞ

れ

の

個

性

が

あ

り

、

歴

史

あ

る

伝

統

の

技

を

受

け

継

い

だ

杜

氏

を

抱

え

、

独

自

の

技

術

を

開

発

し

、

新

た

な

販

売

企

画

を

打

ち

立

て

る

な

ど

、

愛

飲

層

を

着

々

と

広

げ

て

い

ま

す

。

現

在

、

日

本

か

ら

輸

出

し

て

い

る

日

本

酒

は

、

ア

メ

リ

カ

に

お

い

て

高

級

酒

と

し

て

愛

飲

さ

れ

て

い

る

も

の

も

あ

り

ま

す

し

、

台

湾

等

で

も

高

い

人

気

を

得

て

い

る

も

の

も

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

最

近

で

は

、

国

内

の

み

な

ら

ず

イ

ギ

リ

ス

、

フ

ラ

ン

ス

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

な

ど

の

国

々

へ

の

輸

出

も

視

野

に

入

れ

、

2
0
2
0年

3
月

に

「

は

り

ま

」

が

地

理

的

表

示

「

G
I」に
指

定

さ

れ

る

な

ど

、

海

外

へ

の

販

路

拡

大

も

図

っ

て

い

ま
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姫路菓子組合

T670-0932 
鑑絡市下寺町43姫路商工会議所新館3F

C079-223-2115 
http://www.himejikashi.com/ 

＼
 
一

姫

路

の

菓

子

を

特

一

↑

し
r

¥

¥

 

色

づ

け

る

も

の

と

し

て

、

一

袖

菓

子

、

か

り

ん

と

う

が

（

、

＼

あ

り

ま

す

。

油

菓

子

は

、

ポ

ル

ト

～

b

ガ

ル

、

オ

ラ

ン

ダ

船

に

よ

り

、

長

崎

に

．

伝
え
ら
れ
た
も
の
が
全
国
各
地
に
広

〖）
 

が

っ

た

も

の

で

す

が

、

姫

路

で

は

、

酒

井

/
|
l

家

が

藩

主

の

時

代

以

降

、

藩

の

援

助

育

成

の

も

と

、

各

地

か

ら

集

積

さ

れ

た

良

質

の

小

麦

粉

、

菜

種

池

等

を

活

用

す

る

こ

と

に

よ

り

、

「

播

州

駄

菓

子

」

と

し

て

全

国

に

そ

の

名

を

馳

せ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

昭

和

初

期

ま

で

は

、

姫

路

市

内

の

船

場

本

徳

寺

の

門

前

に

駄

菓

子

屋

が

軒

を

連

ね

、

大

変

な

賑

わ

い

で

し

た

が

、

戦

災

に

よ

り

す

べ

て

焼

失

し

、

製

造

業

者

も

市

内

各

地

に

分

散

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

戦

後

、

消

費

者

の

嗜

好

の

変

化

に

よ

り

、

他

の

地

域

の

業

者

が

次

第

に

減

少

し

て

い

く

中

、

姫

路

の

製

造

業

者

は

、

生

産

の

機

械

化

、

合

理

化

を

図

り

、

後

継

者

、

技

術

者

の

育

成

に

努

め

た

結

果

、

現

在

、

駄

菓

子

で

は

全

国

有

数

の

産

地

と

な

り

ま

し

た

。

菓

子

の

生

産

は

、

消

費

者

の

嗜

好

に

強

く

左

右

さ

れ

る

た

め

、

製

法

、

品

質

、

デ

ザ

イ

ン

な

ど

の

新

し

い

技

術

の

開

発

が

常

に

要

求

さ

れ

ま

す

。

姫

路

の

菓

子

は

、

江

戸

時

代

以

来

の

伝

統

を

活

か

す

と

と

も

に

、

近

年

で

は

、

洋

菓

子

部

門

も

充

実

さ

せ

る

な

ど

、

消

費

者

の

ニ

ー

ズ

に

応

え

て

い

ま

す

。ま

た

、

近

年

で

は

姫

路

菓

子

組

合

を

中

心

に

、

技

術

者

養

成

講

座

の

開

催

、

品

質

の

向

上

や

販

売

方

法

の

研

究

等

に

努

め

る

ほ

か

、

4
i

5年
ご

と

に

開

催

さ

れ

る

全

国

菓

子

博

覧

会

に

積

極

的

に

出

展

し

、

毎

回

、

名

誉

総

裁

賞

を

は

じ

め

多

く

の

賞

を

受

け

る

な

ど

、

産

地

全

体

と

し

て

の

発

展

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

第

25回
全

国

菓

子

大

博

覧

会

・

兵

庫

（

姫

路

菓

子

博

2
0
0
8
)が
開

催

さ

れ

た

姫

路

市

で

は

、

平

成

21年以
降

、

姫

路

と

兵

庫

県

下

の

お

菓

子

の

魅

力

を

伝

え

て

い

く

こ

と

を

日

的

に

、

姫

路

菓

子

ま

つ

り

が

た

母

年

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

。
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兵
庫
県
は
、
南
は
瀬

-.

戸
内
海
、
北
は
日
本
海

こ
・

に
面
し
て
お
り
、
中
で
も

｛

姫
路
地
域
は
、
「
播
磨
灘
」

／
ー

と
い
う
海
の
幸
の
宝
庫
に
恵

Y
＜
 

ま
れ
た
好
立
地
で
、
古
く
か
ら
／
ー
し
ー
ー
＼

「
前
ど
れ
」
の
新
鮮
な
魚
介
類
が
豊
富

に
獲
れ
ま
し
た
。
そ
の
新
鮮
な
魚
を
利
用
し
て

「
何
か
人
々
に
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
も
の

を
作
れ
な
い
か
」
と
い
う
思
い
か
ら
開
発
さ
れ

た
の
が
、
魚
を
使
っ
た
料
理
の
一
品
で
あ
る
「
蒲

鉾
（
か
ま
ぼ
こ
）
」
で
し
た
。

昭
和
の
始
め
ご
ろ
、
蒲
鉾
製
造
を
専
業
と

す
る
に
は
、
知
識
と
技
術
を
持
つ
人
材
が
必
要

で
、
当
時
は
包
丁
一
本
で
全
国
を
渡
り
歩
く
流

し
の
蒲
鉾
職
人
を
雇
い
入
れ
て
製
造
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
技
術
を
社
員
た

ち
に
指
導
・
継
承
し
な
が
ら
地
場
産
業
と
し

て
発
展
し
て
い
き
、
最
盛
期
に
は
西
播
地
域
に

は
1
9
杜
ほ
ど
の
製
造
業
者
が
し
の
ぎ
を
削
り
、

活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
3
0
年
代
中
ご
ろ
、
冷
凍
技
術
の
発
展

に
よ
り
、
採
肉
し
た
魚
の
身
を
冷
凍
に
し
た
「

冷
凍
す
り
身
」
が
普
及
し
、
蒲
鉾
業
界
の
在
り

方
が
一
変
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
原
材
料
と
な
る

原
魚
を
卸
し
て
、
採
肉
、
晒
し
（
洗
い
）
と
い
っ
た

加
工
工
程
を
、
蒲
鉾
工
場
で
は
な
く
冷
凍
す

り
身
加
工
工
場
で
処
理
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

ま
さ
に
画
期
的
な
技
術
革
新
で
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
冷
凍
す
り
身
を
利
用
し
た
大
量
生
産
が

可
能
と
な
り
、
地
元
消
費
を
中
心
と
す
る
地

場
産
業
と
い
う
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
広

域
流
通
食
品
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
兵
庫
県
の
水
産

練
製
品
の
生
産
量
は
、
新
潟
県
に
次
ぎ
全
国

第
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
大
量
生
産
と
な
っ
た
現
在
も
、
昔
な

が
ら
の
素
材
の
風
味
を
守
り
つ
つ
、
安
全
管
理

の
た
め
の
技
術
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
「
蒲
鉾

と
は
斯
く
あ
る
べ
し
」
と
い
っ
た
商
品
を
作
り

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
産
練
製
品
の
可
能

性
を
拡
げ
る
べ
く
、
蒲
鉾
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
や

パ
ン
な
ど
新
た
な
商
品
の
開
発
に
も
着
手
し

続
け
て
い
ま
す
。



国が地域ブランドとして保護するお酒の地理的表示「GI」

2020年3月「はりま」が
GI指定されました

兵庫県姫路市、相生市、加古川市、赤穂市、

西脇市、三木市、高砂市、小野市、加西市、

宍粟市、加東市、たつの市、明石市、多可町、

稲美町、播磨町、市川町、福崎町、神河町、

太子町、上郡町及び佐用町

清酒の地理的表示「GI」の5例目として、2020

年3月16日に「はりま」が指定されました。兵庫県

では2018年に指定された「灘五郷」に続き2例

目の快挙となります。兵庫県産の山田錦と播磨

地域で採水した水を使ってつくられたお酒に限

ってのみ「はりま」の清酒を名乗ることが許され

ます。

ジーアイ

お酒の地理的表示「GI」とは？
例えば「シャンパーニュ」と名乗るためには、特定の地域内かつ、一定の基準や品質を満たし

て生産される必要があることをご存じの人も多いことでしょう。

このように、お酒について「正しい産地」であることと、「一定の基準」を満たして生産されたこ

とを示すのが「地理的表示(GI)」です。

酒類については国税庁長官が産地からの申し立てに対して指定を行い「正しい産地であ

ること」、「一定の品質基準を満たしていること」を示し、地域ブランド産品を適切に選ぶこと

ができるようになっています。

2005年12月、石川県白山市の「白山」が清酒として初めてGIに指定されました。その10年後

の2015年12月には、国レベルでの「日本酒」が指定され、ついで2016年12月に山形県が、

県レベルで、「山形」として指定されました。そして4例目として、2018年6月に、灘の生一本で

知られる兵庫県神戸市等の「灘五郷」がGI指定されると、2020年3月に5例目として兵庫県

南西部の播磨地方の「はりま」がGI指定されました。その後、2020年6月に、県レベルの指定

としては「山形」に次いで「三重」が6例目として指定されています。(2020年11月現在）

兵庫県産山田錦から
生まれる軽快な洒質

「はりま」の清酒は総じて、口当たりは柔らか

く、優しい丸みがあり、苦み渋みが少ない繊細

なコクと豊かな香味のふくらみを有し、兵庫県

産山田錦を麹に用いることにより、心地良い酸味

が付与され、後味が軽快な酒質になります。

特に、純米吟醸酒、吟醸酒は華やかなリンゴの様な

果実様の甘い香りが心地良い酸味と調和すること

により、更にのど越しが良い酒質となります。

「はりま」の気候風土と
山田錦を守る取組
「はりま」の穀倉地帯では、ミネラル分が多い粘

土質の農地が広がり、米が登熟する時期には一

日の気温差が大きくなります。これらの気候風土

が山田錦に心白の形状、脂肪やたんぱく質の少

なさなど、清酒原料として良い影響を与えていま

す。

また、昭和11年に誕生した山田錦は、現在に至

るまで原種が管理され、主要農作物種子生産条

例（兵庫県条例第31号）により厳格に米の品質

を守ることにより、兵庫県に山田錦を根付かせて

畠
白山（石川県）

直
灘五郷（兵庫県）

＠
 
IiinuU匹
■• 
山形（山形県）

’—•一 、

MIE 
.."’'.. 
三重（三重県）

、ノ
ノ ／

さと」というスローガン生掲げ濯腫h域の4酒造組合と行政などが連携して「
て酒文化を広める活動に取り組んでいます。

行政が力を合わせて一体となり、「GI」も含め播磨の日本酒文

ランドとして育て、国内外で播磨の日本酒の認知度をより一層

高めていく活動を行っています。
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明
珍
火
箸

19
世
紀
の
は
じ
め
、
明
珍
火
箸
は
甲
胄
師
が
技

術
を
生
か
し
、
火
箸
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
現
在
、
火
箸
の
型
は
20
種
類
程
度
あ
り
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
、
ツ
ク
シ
型
・
ツ
ヅ
ミ
型
・
ワ

ラ
ビ
型
・
カ
ワ
ク
ギ
型
の
4
種
類
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
現
在
で
は
、
火
箸
を
利
用
し
て
風
鈴
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
火
箸
が
触
れ
合
っ
た
と
き
に
奏

で
る
澄
み
わ
た
っ
た
音
色
は
、
日
本
的
な
風
流
を

兼
ね
備
え
た
逸
品
で
す
。

姫
路
張
子
玩
具

張
子
は
、
ハ
リ
ボ
テ
と
い
い
、
和
紙
を
張
り
重
ね
て

作
る
も
の
で
、
室
町
時
代
に
中
国
か
ら
伝
来
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
、
反
故

紙
（
不
要
に
な
っ
た
和
紙
）
が
豊
富
だ
っ
た
城
下

町
で
全
国
的
に
張
子
の
人
形
や
玩
具
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
姫
路
に
お
い
て
興
っ
た

の
は
、
明
治
初
期
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も

そ
の
伝
統
は
守
り
続
け
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な

種
類
の
置
物
や
面
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。



ショップ＆アトリエ

〒670-0962
姫路市南駅前IBJ123じばさんびる1F 

TEL. 070-9108-3321 
ホームページ：https://www.himekawa.jp/baimo/
OPEN：平日 10:30~19:00
土・日・祝9:00~79:00

定休日：不定休

運営スタッフ募集

革工房BAIMOは、皮革縫製技術を学びながら、革製品の

製作、販売、店舗運営を経験し、将来の独立起業を目指すこ

とができます。 革が好きで、ものづくりに情熱を注げる方は

見学にお越しください。

播磨のお土産は「播産館」へ

JR姫路駅すぐのじばさんびるlF「播産館」では菓子や地酒・
姫革細工をはじめとする姫路・西播磨地域の特産品・名産品

を取り揃えています。

TEL.079-289-2835 


